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数値化全盛の当世である。教員の自己評価シートや学校の自己評価が導入され、

目標や成果を数値化することを求める傾向が強い。たしかに、数値化することで

向上する部分はある。しかし、教育には数値化が馴染まない、あるいはできない

部分もある。そして、この数値化できない部分にこそ、教育の神髄(言い方を変

えると、専門職〈職人〉としての存在意義と喜び)があると、私は信じている。「熱

伝導」なども数値化できないし、伝導したかどうかの証明すらできない。ここに

紹介したハナシだって、教師の自己満足の世界、独りよがりの世界かもしれない。

しかしまた、眉唾モノだという証明もできない。「熱伝導」は、熱を伝えようと

した者と伝えられた者との関係性の中で成立する世界だ。さらに、「伝えられた

者」は、その時に熱を感じるとこもあるだろうし、何年もの後に振り返って感じ

ることもある。教育とはそういうものなんだと思う。

「のびる」のクラス(１９８３年度卒業)に姉がいて、「れんだこ」のクラス(１

９８５年度卒業)に妹がいたＨさんは、妹が中学校に入学して半月ほど経ったこ

ろ、次の様な手紙を下さった。(第１章第４節の再掲になります)

■ ……のびるのクラス、れんだこのクラス、４年間続けて本当にお世話に

なりました。……卒業前の１０日間のプリントの１枚目を見たとき、何か

ホッとしたような、やっぱり草尾先生だと安心致しました。実は妹は日記

も書かなかったし、「れんだこ」も途中で切れたし、事情を知るまでの数

か月間は、今度のクラスは先生も力が入らないのかなと思ったりして、物

足りなさを感じていました。……そして、最後の１０日間のプリント、卒

業に関する文集、先生の残された文章１枚１枚に胸を打つものがあり、彼

女たちの大事な思い出と、人間としての指針、先生の思いが本当に理解で

きるのは１０数年先、自分も親となり、子どもも同じような年頃になって

からかも知れません。今は一度読んで読み返すこともなく本箱に置かれて

いるだけですが、火事などの時には一番に持ち出してやりたい大事なもの

です。


